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ら かわれる ことにな つてい る。 それだけで 何の 効果 も 

ない。 何の 役に も 立たない。 人に 利益 は 与えずに、 自 

分が 不愉快な 目に 逢う のみです。 そんな こと は 私 だつ 

てしたく はない のです。 

現在の 文芸 界 では active に 何 かしてい る、 重立った 

諸君 は 極まって います。 田 山 君と か、 島 崎 君と か、 正 

宗君 とか、 それから 少し 後に 仲間 入 をした ような 小山 

内 君と か、 永 井 君と か 云うよう な 諸君でしょう。 それ 

と 少し 距離の ある 方面で 働いて いるの は 夏 目 君に 接近 

している 二三の 人位な もので しょうか。 小説 以外の 作 

品 を 出して いられる 諸君 は 数えません。 



云う と、 resignation だと 云って 宜しい ようです。 私 

は 文芸ば かりで は 無い。 世の中の どの 方面に おいても 

この 心 持で いる。 それで 余所の 人が、 私の 事 を さぞ 苦 

痛 をして いる だろうと 思って いる 時に、 私 は 存外 平気 

でい るので す。 勿論 resignation の 状態と 云う もの は 

意気地のない もの かも 知れない。 その 辺 は 私の 方で 別 

に 弁解しょう とも 思いません。 

こんな 事 を 言つ ている と、 お尋ねに 対して は 何も 言 

わないで、 身勝手ば かり 云って いるよう です が、 先ず 

立場から 極めて 掛ら なくて は、 何も 出来ない のです。 

しかし この 立場 はや はり 一 般に 認めて 貰う 事 は 出来な 



いでしょう。 私の これまでの 経験に よれば 出来ない も 

の だと 前から 極めて 置いても 差支えな さそう に 思われ 

ま ^9 

私 だって 色々 言いたい 事 もあります が、 先ず 今日は 

こうむ 

自分の 立場の 事 だけで 御免 を 蒙りましょう。 多分 こ 

れも 雑誌へ お出しに なったら、 また あいつが 愚痴 を 云 

う、 厭味 を 言う という 事に なって しまいましょう。 

しょせん 

所詮 駄目です ね。 

どうぞ こんな 下らない 話で も、 出すなら そつく リ出 

して 下さい。 此頃は 談話の 校正 を させて 貰う 約束 をし 

て も、 ほとんど 全く その 約束が 履行せられ ない ことに 



なって 来ました。 話に は 順序 や 語気が あって、 それで 

意味が 変って 来ます。 先ず 此頃 談話して 公に せられる 

もの は、 多く は 本人の 考とは 違う もの だと 承知して い 

た 方が 確な ようです。 先日の 文章 世界で は 千 葉 君に 気 

の 毒な 思 をし ましたよ。 どうぞ そんな 間違の 無い よう 

に、 この 話 はこの まま そつく リ 出して 下さい。 

(明治 四十 一 一年 十二月) 
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